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日本医師会生涯教育制度
のご案内

日本医師会生涯教育制度は、医師としての姿勢を自ら
律するという、プロフェッショナルオートノミーの理念
のもと、医師の生涯教育が幅広く効果的に行われるた
めの支援体制整備を目的として、昭和62（1987）年
に発足しました。その後今日まで、数次にわたる制度の
改定を行い、その質的向上と充実を図っています。
医師が不断に学習する姿を、より明確な形で国民に
見ていただき、もって、質の高い医療を提供し、国民の
健康に貢献することを目指しています。
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制度概要
医師は、日進月歩の医学、医療を実践するために、生涯にわたって自
らの知識を広げ、技能を磨き、常に研鑽する責務を負っています。日
本医師会は医師の自己学習・研修を効果的に行えるよう生涯教育制度
を実施しています。
本制度は、医師の研修意欲をさらに啓発・高揚させること、一方で社
会に対して医師が勉強に励んでいる実態を示し、国民からの信頼を
増すことを目的としており、連続した 3 年間の単位数とカリキュラム
コード数（同一コードは加算不可）の合計数が 60 以上の者に「日医生
涯教育認定証」を発行します。

制度対象者
広く制度に参加いただけるよう医師免許取得直後から参加できます

（最短で医師免許取得後 3 年で日医生涯教育認定証が発行されます）。

期間
年度単位となっていますので、4 月から翌年 3 月までに取得した単位・
カリキュラムコードを、4 月末日までに所属の郡市区医師会に提出し
て下さい（P3）。全国医師会研修管理システム※を利用する講習会等に
ついては、出席が記録されるため申告は不要です。
※全国医師会研修管理システム：都道府県医師会または郡市区医師会等が講習会等情報および出欠管理を行う
オンラインシステム（以下、研修管理システムという）

カリキュラムコード（略称：CC）
日本医師会生涯教育カリキュラム〈2016〉に基づき、学習項目として 84 のカ
リキュラムコードが設定されています。同一カリキュラムコードを重複取得
しても加算されません（P5）。

単位
単位は、学習した時間を表し、各カリキュラムコードごとに集計されます。最
小単位は学習時間 30 分で 0.5 単位です。

単位・カリキュラムコードの取得方法 （P6 ～ 7）
 1. 日本医師会雑誌を利用した解答
 2. 日本医師会 e-ラーニングによる解答
 3. 講習会・講演会・ワークショップ等
 4. 医師国家試験問題作成
 5. 臨床実習・臨床研修制度における指導
 6.  体験学習（共同診療、病理解剖見学、症例検討、手術見学等の病診・診診連 

携の中での学習）
 7. 医学学術論文・医学著書の執筆
 ※ 1・2 は日医会員のみですが、3 ～ 7 は非会員でも取得できます。

学習単位取得証
4 月に申告いただいた単位・カリキュラムコードに基づき、毎年 10 月頃に発
行します（P4）。

日医生涯教育認定証
連続した 3 年間の単位数とカリキュラムコード数（同一コードは加算不可）の
合計数を 60 以上取得することにより、3 年間の認定期間がついた日医生涯教
育認定証を発行します（P4）。 日医生涯教育認定証

日本医師会生涯教育制度

認定期間は3年

「日医生涯教育認定証」を発行

日医生涯教育
認定証

認
定

60合計 以上

カリキュラムコード数単位数

連続した3年間で

学習単位取得証

生涯教育カリキュラム〈2016〉
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2013

第142巻・
第1号

平成25年

特集  肺がんの診断と治療─最新の話題

【座談会】 プライマリケア医における肺がん診療の広がり

肺がんの疫学

肺がん早期診断の現状

肺がんの病期と治療の選択─高齢者の進行肺がん，間質性肺炎合併例を含めて

肺がん病理診断の問題点と新提案

肺がん外科療法の最近の話題

肺がんに対する放射線療法の進歩

非小細胞肺がんの化学療法と分子標的治療─最近の進歩

非小細胞肺がんに対する集学的治療

小細胞肺がんに対する集学的治療

プライマリケアとしての肺がん緩和ケア

肺がん患者の看取りを伴う在宅緩和ケア　ほか

◆各科臨床のトピックス    耳科手術のパラダイムシフト─中耳内視鏡手術の進歩

◆新薬紹介   アザシチジン

◆画像診断セーフティマネジメント   腫瘍栓を含んだ肺動脈内血栓

◆外来での小外科   外来手術に対する予防抗菌薬

◆医師，医療機関の行政処分の実態    わが国における保険医療機関等への指導・監査と行政上の措置
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所属の
「郡市区医師会」

に提出

毎年、「日本医師会雑誌」３月
号に同封される申告書の「生
涯教育単位等記入表」に１年間
の学会等参加、医師国試問題
作成、臨床実習等における指
導、体験学習、論 文 等執筆に
より取 得した単位 及び、カリ
キュラムコードを記入し、必要
書類を添付のうえ、４月末日ま
でに所属の郡市区医師会に提
出してください。
（研修管理システムを利用しな
い地域においては、講習会等
への参加について、申告書に
取得単位、取得カリキュラム
コードを記入し、参加証等（コ
ピー可）を添付して申告してく
ださい。）

「日本医師会」に報告された単
位 及びカリキュラムコードの
データに、日本医師会が管理
する単位・カリキュラムコード
を加算し、個々の申告者の年
間 合 計取 得 単位・カリキュラ
ムコードを確定し、毎年10月
頃に「学習単位取得証」（取得
カリキュラムコードを含む）を
発行します。
そ のうえで、連 続した 3 年 間
の単位数とカリキュラムコード
数の合計数が 60 以上の者に、
日医生涯教育認定証を発行し
ます。
なお、同一カリキュラムコード
を重複して取得しても加算さ
れません。

単位等記入表申
告

日医雑誌３月号同封の
申告書

生涯教育ポータルサイト

-ラーニング日医e

または

毎年4月末日まで
に

行ってください

「インターネット」
または

「ハガキ」で解答
※単位・カリキュラムコードは
　日本医師会で管理します注）

注） 日医雑誌問題解答（インターネット・ハガキ）、日医 e-ラーニング、研修管理システム
を利用する講習会等の単位・カリキュラムコードは日本医師会で既に管理しています
ので、申告の必要はありません。

※単位・カリキュラムコードは
日本医師会で管理します。

研修管理システムを
利用した

日本医師会、
都道府県医師会、

郡市区医師会主催の研修会、
都道府県医師会（郡市区医師会）
が承認した研修会に参加

毎年「学習単位取得証」を発行

学習単位
取得証
取
得

60合計 以上カリキュラムコード数単位数
日本医師会で集計 連続した3年間で

日医生涯教育
認定証

認
定

「日医生涯教育認定証」を発行

ご所属の郡市区医師会に申告してください。その後、都道府県医師会を通じて日本医師会に報告されます。

申告手続き
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認 定 証
認
定認

定
期
間
3
年

平成24・25・26年度（3年合計）
認定期間：平成30年11月30日まで

日医生涯教育認定証発行注1）注2）

平成27年12月1日

平成27・28・29年度（3年合計）
認定期間：平成33年11月30日まで

日医生涯教育認定証発行
平成30年12月1日

29年度

（2012）

（2013）

（2014）

（2015）

（2016）

（2017）

24年度

25年度

26年度

27年度

28年度

日医生涯教育
認定証

認
定

日医生涯教育
認定証

認
定

60合計 以上

カリキュラムコード数単位数
連続した3年間で

60合計 以上

カリキュラムコード数単位数
連続した3年間で

学習単位取得証は、ご自身の取得
した「単位数・カリキュラムコード
数」を確認できるもので、前年度
の記録について「毎年10月頃に
交付」を予定しています。

学習単位取得証

30年度
（2018）

申告は所属の郡市区医師会へ
毎年4月末日までに行ってください

○日医生涯教育認定証の認定期間は3年間です。

学習単位
取得証

CC

単
位

学習単位
取得証

CC

単
位

学習単位
取得証

CC

単
位

学習単位
取得証

CC

単
位

学習単位
取得証

CC

単
位

学習単位
取得証

CC

単
位

学習単位
取得証

CC

単
位

単位等記入表申
告

日医生涯教育認定証発行スケジュール（例）

注1：日医生涯教育認定証の認定期間3年間の間は、単位数とカリキュラムコード数の合計が60以上となっ
ても、日医生涯教育認定証は発行しません。

注2：認定期間内の日医生涯教育認定証をお持ちでない場合、直近の3年間（平成25・26・27年度）で単位
数とカリキュラムコード数の合計で60を取得することにより、平成28年12月1日付で日医生涯教育認
定証を発行します。
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医師の
プロフェッショナリズム

医療倫理：臨床倫理

医療倫理：研究倫理と
生命倫理

医師─患者関係と
コミュニケーション

心理社会的アプローチ

医療制度と法律

医療の質と安全

感染対策

医療情報

チーム医療

予防と保健

地域医療

医療と介護および福祉の連携

災害医療

臨床問題解決のプロセス

ショック

急性中毒

全身倦怠感

身体機能の低下

不眠

食欲不振

体重減少・るい痩

体重増加・肥満

浮腫

リンパ節腫脹

発疹

黄疸

発熱

認知能の障害

頭痛

めまい

意識障害

失神

言語障害

けいれん発作

視力障害、視野狭窄

目の充血

聴覚障害

鼻漏・鼻閉

鼻出血

嗄声

胸痛

動悸

心肺停止

呼吸困難

咳・痰

誤嚥

誤飲

嚥下困難

吐血・下血

嘔気・嘔吐

胸やけ

腹痛

便通異常（下痢、便秘）

肛門・会陰部痛

熱傷

外傷

褥瘡

背部痛

腰痛

関節痛

歩行障害

四肢のしびれ

肉眼的血尿

排尿障害（尿失禁・排尿困難）

乏尿・尿閉

多尿

精神科領域の救急

不安

気分の障害（うつ）

流・早産および満期産

成長・発達の障害

慢性疾患・複合疾患の管理

高血圧症

脂質異常症

糖尿病

骨粗鬆症

脳血管障害後遺症

気管支喘息

在宅医療

終末期のケア

生活習慣

相補・代替医療（漢方医療を含む）

その他

※ 同一カリキュラムコードを重複して取得しても加算されません。

カリキュラムコード （略称：CC）
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単位・カリキュラムコード取得方法

日本医師会雑誌には毎号、特集のテーマに関連する問題（1題5問、計2題）を
掲載します。
解答はインターネットまたはハガキにより行います。インターネットまたはハ
ガキによる解答はどちらか一方とし、1題につき、60%以上の正答率を得たも
の（5問中3問以上正解）に0.5単位を付与します。
日本医師会雑誌への解答掲載後、単位・カリキュラムコード付与については、
インターネットで随時確認できますので、できるだけインターネットでご解答
ください。
これにより取得した単位・カリキュラムコードは日本医師会で管理します。

日本医師会生涯教育on-lineに掲載している1コンテンツにつき、1カリキュラ
ムコード1単位を取得できます。
アセスメントにおいて、80%以上の正答率を満たした場合に単位・カリキュラ
ムコードを付与します。正答率が80%に満たなかった場合は、再解答が可能
です。
インターネットで取得した単位・カリキュラムコードは随時確認できます。
これにより取得した単位・カリキュラムコードは日本医師会で管理します。

各講演内容に対応したカリキュラムコードと単位を取得できます。
講義時間1時間で1単位（最小単位は30分で0.5単位）とします。1日の上限は設けません。
1カリキュラムコードの付与は最短30分（0.5単位）です。単位数は、各カリキュラムコードごとに集計されます。
①日本医師会（日本医学会を含む）、都道府県医師会、郡市区医師会の主催
プログラムに示されている単位・カリキュラムコードを取得できます。
②日本医学会総会及び都道府県単位以上で開催される
　日本医学会分科会（P8参照）の主催
30分ごとに講演内容に対応した1カリキュラムコードを自己申告（申告者による自由選択）
で取得できます。
ただし、1時間（30分＋30分）以上でも同じ内容の演題には同一カリキュラムコードを指定します。
③上記以外の各科医会、研究会など、各種団体の主催
都道府県医師会（または郡市区医師会）に事前に届出があったものについて、プログラム・参加証等に示さ
れている単位・カリキュラムコードを取得できます。

医学学術論文・医学著書の執筆（共同執筆も含む）は1回（または1件）あたり1単
位で、年間の上限は5単位までです。カリキュラムコードは1回（または1件）につ
き、内容に応じて2つまで自己申告（申告者による自由選択）で取得できます。

臨床実習・臨床研修制度における指導の単位は、研修者1人を1日指導することに
より1単位とし、年間の単位の上限は5単位までとします。
カリキュラムコードは「1・医師のプロフェッショナリズム」のみ取得できます。

医師国家試験問題作成は、都道府県医師会（郡市区医師会）に提出されたものにつ
いて1題1単位とし、年間5単位まで取得できます。グループで作成されたものに
ついても1題につき、一人ひとりが1単位を取得できます。
カリキュラムコードは「0・その他」のみ取得できます。

体験学習は1時間1単位で、１日の上限は5単位までとなります。
最小単位は30分で0.5単位（1カリキュラムコード）となります。
カリキュラムコードは内容に応じたカリキュラムコードを自己申告（申告者による自
由選択）で取得できます。
なお、それにより報酬を得るものについては体験学習とはなりません。

日本医師会雑誌を利用した解答

講習会・講演会・ワークショップ等

医師国家試験問題作成

臨床実習・臨床研修制度における指導

医学学術論文・医学著書の執筆

体験学習（ 　　　　　　　　　）共同診療、病理解剖見学、症例検討、
手術見学等の病診・診診連携の中での学習

-ラーニング日医e 1コンテンツ

1カリキュラムコード

1単位

1号（10問）

1または2カリキュラムコード
合計1単位

30分

0.5単位
1カリキュラムコード

30分

0.5単位
1カリキュラムコード

1回（1件）

1単位
2カリキュラムコード
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23年4月

24日第
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物認可

4
2013
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平成25年

特集  肺がんの診断と治療─最新の話題

【座談会】 プライマリケア医における肺がん診療の広がり

肺がんの疫学

肺がん早期診断の現状

肺がんの病期と治療の選択─高齢者の進行肺がん，間質性肺炎合併例を含めて

肺がん病理診断の問題点と新提案

肺がん外科療法の最近の話題

肺がんに対する放射線療法の進歩

非小細胞肺がんの化学療法と分子標的治療─最近の進歩

非小細胞肺がんに対する集学的治療

小細胞肺がんに対する集学的治療

プライマリケアとしての肺がん緩和ケア

肺がん患者の看取りを伴う在宅緩和ケア　ほか

◆各科臨床のトピックス    耳科手術のパラダイムシフト─中耳内視鏡手術の進歩

◆新薬紹介   アザシチジン

◆画像診断セーフティマネジメント   腫瘍栓を含んだ肺動脈内血栓

◆外来での小外科   外来手術に対する予防抗菌薬

◆医師，医療機関の行政処分の実態    わが国における保険医療機関等への指導・監査と行政上の措置
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1題

1単位

1人（1日）

1単位

日本医師会生涯教育on-lineのページには、上記 2コンテンツを含む、日医会員のみなさま向けの「情報・
コンテンツ」が数多く掲載され、みなさまのユーザー ID・パスワードでログイン可能です。
なお、インターネット上で取得した単位・カリキュラムコードは、インターネット上で確認できます。

-ラーニング日医e の受講について

会員ID（日医刊行物送付番号）の10桁の数字（半角で入力）です。
日医雑誌などの宛名シール下部に印刷されている10桁の数字です。

生年月日の「西暦の下2桁、月2桁、日2桁」を並べた6桁の数字です（半角で入力）。
例えば、“昭和37年（1962年）2月4日生まれ”の場合、｢620204｣となります。

■ ユーザー ID

■ パスワード

〈日医雑誌などの宛名シール見本〉

〒113-8621
東京都文京区本駒込 2-28-16
○△医院

日医 太郎　様

2016/3/1　13-0　 0000000000　　

ユーザー ID

生涯教育ポータルサイト

http://www.med.or.jp/cme/

生涯教育ポータルサイト

http://www.med.or.jp/cme/

生涯教育ポータルサイト

http://www.med.or.jp/cme/

■ 講習会等の受講履歴が確認できます。注）研修会管理システムを利用している講習会等に限ります。

医師資格証ポータルサイト
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日本医師会雑誌には毎号、特集のテーマに関連する問題（1題5問、計2題）を
掲載します。
解答はインターネットまたはハガキにより行います。インターネットまたはハ
ガキによる解答はどちらか一方とし、1題につき、60%以上の正答率を得たも
の（5問中3問以上正解）に0.5単位を付与します。
日本医師会雑誌への解答掲載後、単位・カリキュラムコード付与については、
インターネットで随時確認できますので、できるだけインターネットでご解答
ください。
これにより取得した単位・カリキュラムコードは日本医師会で管理します。

日本医師会生涯教育on-lineに掲載している1コンテンツにつき、1カリキュラ
ムコード1単位を取得できます。
アセスメントにおいて、80%以上の正答率を満たした場合に単位・カリキュラ
ムコードを付与します。正答率が80%に満たなかった場合は、再解答が可能
です。
インターネットで取得した単位・カリキュラムコードは随時確認できます。
これにより取得した単位・カリキュラムコードは日本医師会で管理します。

各講演内容に対応したカリキュラムコードと単位を取得できます。
講義時間1時間で1単位（最小単位は30分で0.5単位）とします。1日の上限は設けません。
1カリキュラムコードの付与は最短30分（0.5単位）です。単位数は、各カリキュラムコードごとに集計されます。
①日本医師会（日本医学会を含む）、都道府県医師会、郡市区医師会の主催
プログラムに示されている単位・カリキュラムコードを取得できます。
②日本医学会総会及び都道府県単位以上で開催される
　日本医学会分科会（P8参照）の主催
30分ごとに講演内容に対応した1カリキュラムコードを自己申告（申告者による自由選択）
で取得できます。
ただし、1時間（30分＋30分）以上でも同じ内容の演題には同一カリキュラムコードを指定します。
③上記以外の各科医会、研究会など、各種団体の主催
都道府県医師会（または郡市区医師会）に事前に届出があったものについて、プログラム・参加証等に示さ
れている単位・カリキュラムコードを取得できます。

医学学術論文・医学著書の執筆（共同執筆も含む）は1回（または1件）あたり1単
位で、年間の上限は5単位までです。カリキュラムコードは1回（または1件）につ
き、内容に応じて2つまで自己申告（申告者による自由選択）で取得できます。

臨床実習・臨床研修制度における指導の単位は、研修者1人を1日指導することに
より1単位とし、年間の単位の上限は5単位までとします。
カリキュラムコードは「1・医師のプロフェッショナリズム」のみ取得できます。

医師国家試験問題作成は、都道府県医師会（郡市区医師会）に提出されたものにつ
いて1題1単位とし、年間5単位まで取得できます。グループで作成されたものに
ついても1題につき、一人ひとりが1単位を取得できます。
カリキュラムコードは「0・その他」のみ取得できます。

体験学習は1時間1単位で、１日の上限は5単位までとなります。
最小単位は30分で0.5単位（1カリキュラムコード）となります。
カリキュラムコードは内容に応じたカリキュラムコードを自己申告（申告者による自
由選択）で取得できます。
なお、それにより報酬を得るものについては体験学習とはなりません。

日本医師会雑誌を利用した解答

講習会・講演会・ワークショップ等

医師国家試験問題作成

臨床実習・臨床研修制度における指導

医学学術論文・医学著書の執筆

体験学習（ 　　　　　　　　　）共同診療、病理解剖見学、症例検討、
手術見学等の病診・診診連携の中での学習

-ラーニング日医e 1コンテンツ

1カリキュラムコード

1単位

1号（10問）

1または2カリキュラムコード
合計1単位

30分

0.5単位
1カリキュラムコード

30分

0.5単位
1カリキュラムコード

1回（1件）

1単位
2カリキュラムコード
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特集  肺がんの診断と治療─最新の話題

【座談会】 プライマリケア医における肺がん診療の広がり

肺がんの疫学

肺がん早期診断の現状

肺がんの病期と治療の選択─高齢者の進行肺がん，間質性肺炎合併例を含めて

肺がん病理診断の問題点と新提案

肺がん外科療法の最近の話題

肺がんに対する放射線療法の進歩

非小細胞肺がんの化学療法と分子標的治療─最近の進歩

非小細胞肺がんに対する集学的治療

小細胞肺がんに対する集学的治療

プライマリケアとしての肺がん緩和ケア

肺がん患者の看取りを伴う在宅緩和ケア　ほか

◆各科臨床のトピックス    耳科手術のパラダイムシフト─中耳内視鏡手術の進歩

◆新薬紹介   アザシチジン

◆画像診断セーフティマネジメント   腫瘍栓を含んだ肺動脈内血栓

◆外来での小外科   外来手術に対する予防抗菌薬

◆医師，医療機関の行政処分の実態    わが国における保険医療機関等への指導・監査と行政上の措置
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1単位

日本医師会生涯教育on-lineのページには、上記 2コンテンツを含む、日医会員のみなさま向けの「情報・
コンテンツ」が数多く掲載され、みなさまのユーザー ID・パスワードでログイン可能です。
なお、インターネット上で取得した単位・カリキュラムコードは、インターネット上で確認できます。

-ラーニング日医e の受講について

会員ID（日医刊行物送付番号）の10桁の数字（半角で入力）です。
日医雑誌などの宛名シール下部に印刷されている10桁の数字です。

生年月日の「西暦の下2桁、月2桁、日2桁」を並べた6桁の数字です（半角で入力）。
例えば、“昭和37年（1962年）2月4日生まれ”の場合、｢620204｣となります。

■ ユーザー ID

■ パスワード

〈日医雑誌などの宛名シール見本〉

〒113-8621
東京都文京区本駒込 2-28-16
○△医院

日医 太郎　様

2016/3/1　13-0　 0000000000　　

ユーザー ID

生涯教育ポータルサイト

http://www.med.or.jp/cme/

生涯教育ポータルサイト

http://www.med.or.jp/cme/

生涯教育ポータルサイト

http://www.med.or.jp/cme/

■ 講習会等の受講履歴が確認できます。注）研修会管理システムを利用している講習会等に限ります。

医師資格証ポータルサイト



8 ｜ 日本医師会生涯教育制度のご案内

日本医師会
http://www.med.or.jp/

日本医師会生涯教育制度
のご案内

日本医師会生涯教育制度は、医師としての姿勢を自ら
律するという、プロフェッショナルオートノミーの理念
のもと、医師の生涯教育が幅広く効果的に行われるた
めの支援体制整備を目的として、昭和62（1987）年
に発足しました。その後今日まで、数次にわたる制度の
改定を行い、その質的向上と充実を図っています。
医師が不断に学習する姿を、より明確な形で国民に
見ていただき、もって、質の高い医療を提供し、国民の
健康に貢献することを目指しています。

“日本医師会生涯教育制度”

日本アレルギー学会
日本医学教育学会
日本医学放射線学会
日本胃癌学会
日本医史学会
日本移植学会
日本医真菌学会
日本医療機器学会
日本医療情報学会
日本医療・病院管理学会
日本ウイルス学会
日本衛生学会
日本衛生動物学会
日本栄養・食糧学会
日本疫学会
日本温泉気候物理医学会
日本解剖学会
日本化学療法学会
日本核医学会
日本眼科学会
日本癌学会
日本感染症学会
日本肝臓学会
日本癌治療学会
日本緩和医療学会
日本気管食道科学会
日本寄生虫学会
日本救急医学会
日本矯正医学会
日本胸部外科学会
日本形成外科学会
日本外科学会
日本血液学会
日本結核病学会
日本血管外科学会
日本血栓止血学会
日本口腔科学会
日本高血圧学会
日本公衆衛生学会
日本交通医学会
日本呼吸器学会

日本呼吸器外科学会
日本呼吸器内視鏡学会
日本細菌学会
日本産科婦人科学会
日本産業衛生学会
日本磁気共鳴医学会
日本耳鼻咽喉科学会
日本周産期・新生児医学会
日本集中治療医学会
日本循環器学会
日本消化器外科学会
日本消化器内視鏡学会
日本消化器病学会
日本小児科学会
日本小児外科学会
日本小児循環器学会
日本小児神経学会
日本職業・災害医学会
日本自律神経学会
日本神経学会
日本神経病理学会
日本人工臓器学会
日本心身医学会
日本腎臓学会
日本心臓血管外科学会
日本人類遺伝学会
日本睡眠学会
日本生化学会
日本整形外科学会
日本生殖医学会
日本精神神経学会
日本生体医工学会
日本生理学会
日本脊椎脊髄病学会
日本先天異常学会
日本造血細胞移植学会
日本大腸肛門病学会
日本体力医学会
日本超音波医学会
日本手外科学会
日本透析医学会

日本糖尿病学会
日本動脈硬化学会
日本東洋医学会
日本内科学会
日本内視鏡外科学会
日本内分泌学会
日本乳癌学会
日本熱傷学会
日本熱帯医学会
日本脳神経外科学会
日本脳卒中学会
日本農村医学会
日本肺癌学会
日本ハンセン病学会
日本泌尿器科学会
日本皮膚科学会
日本肥満学会
日本病態栄養学会
日本病理学会
日本プライマリ・ケア連合学会
日本平滑筋学会
日本ペインクリニック学会
日本法医学会
日本放射線腫瘍学会
日本保険医学会
日本麻酔科学会
日本脈管学会
日本民族衛生学会
日本免疫学会
日本薬理学会
日本輸血・細胞治療学会
日本リウマチ学会
日本リハビリテーション医学会
日本臨床検査医学会
日本臨床細胞学会
日本臨床腫瘍学会
日本臨床スポーツ医学会
日本臨床薬理学会
日本リンパ網内系学会
日本レーザー医学会
日本老年医学会　　  （五十音順）

公益社団法人 日本医師会 生涯教育課　TEL: 03-3942-6139

日本医学会分科会（123 学会）

平成 28 年1月現在

http://www.med.or.jp/cme/生涯教育ポータルサイト

本制度の詳細につきましては、ホームページ掲載の「日医生涯教育制度」をご覧ください。

平成28年2月発行


